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論文の内容の要旨
本論文は Rubenthaler教授が導入した擬既約な概均質ベクトル空間と完全擬可約な概均質ベクトル空間に
関する研究が主であるが、佐藤幹夫氏が研究を始めたある種の完全可約概均紫ベクトル空間の分類も佐藤氏
の研究を推し進めて、そこで得られた結果についても、その中の擬既約な概均質ベクトル空間と完全擬可約
な概均質ベクトル空間を分類している。佐藤氏の研究は 7名による共著の仕事であるが、演田氏はその中で
例外型単純代数群 F4とE8が関係する部分を担当した。
本質的にはこの場合にはそのような概均質ベクトル空間は存在しないというのが演田氏の結果である。ま
たこの研究に関しての演出氏の貢献は、例外型単純代数群の場合だと extremeと呼ばれるタイプの概均質ベ
クトル空間が存在しないことが分類の結果からわかり、また古典型単純代数群の場合は extremeという仮定
の下で分類が完成されたが、演田氏は古典型の場合には extremeではない概均質ベクトル空間が存在するこ
とを例を与えて示した。
そして擬既約な概均質ベクトル空間と完全擬可約な概均質ベクトル空間に関する研究は渡田氏単独の研究
成果である。もともと擬既約な概均質ベクトル空間という概念は、特異集合が既約超曲面になっている簡約
可能概均質ベクトル空間に対して相対不変式の複素幕のフーリエ変換やゼータ関数の理論がうまく行ってい
るので、その範囲をうまく拡張したものである。
Rubenthaler氏は、それについて研究し、完全擬可約な概均質ベクトル空関の擬既約概均質ベクトル空間へ
の分解は一意的であることを示したり、自分自身が分類した放物型概均質ベクトル空間の中から擬既約な概
均質ベクトル空間と完全擬可約な概均質ベクトル空間を分類して選び出した。そして擬既約な概均質ベクト
ル空間は余りないかもしれないと言っていたが、演目倫郎氏は、各既約成分に次元が2以上の既約でない完
全可約概均質ベクトル空間の全体に対する裏返し変換により擬既約概均質ベクトル空間が得られることを示
し、それを generaltypeの擬既約概均質ベクトル空間と名付けた。しかしこの generaltypeは裏返し変換で必
ず次元の小さい概均質ベクトル空間に移ってしまうので、 reducedな擬既約概均質ベクトル空間とは本質的
251 
に異なるものであることがわかる。そこで渡田倫郎氏は今までに分類された種々の概均質ベクトル空間の中
から、擬既約な概均質ベクトル空間と完全擬可約な概均質ベクトル空間の分類を行った。
審査の結果の要旨
擬既約な概均質ベクトル空間の概念を導入した Rubenthalerがその例を放物型概均質ベクトル空間で分類
し、余り存在しないのではないかと考えていたのに対して、 j震回倫郎氏は generaltypeと呼ばれる擬既約な
概均質ベクトル空間と完全擬可約な概均質ベクトル空間を構成していくらでも無限に存在することを示した
ことは評価できる。さらにそれとは異なる reducedな擬既約な概均質ベクトル空間と完全擬可約な概均質ベ
クトル空間を、今まで分類されているものを詳しく調べて、その中の擬既約な概均質ベクトル空間と完全擬
可約な概均質ベクトル空間を完全に分類したことは博士論文の価値があると認められる。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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